子ども人権啓発委員会　研修会
平成23年11月18日（金）午前10時～

輝きプラザきらら　７階大研修室
参加者：６１名（枚方市立の幼稚園・小中学校の保護者）

10：00　開会
　　　委員長あいさつ

10：１５　講演
講演　『お母さん方に　～小児科医からお伝えしたいこと～』

講師　小國　龍也さん（すこやか小児科　院長）

講師プロフィール

昭和54年大阪医科大学卒。小児科学会、小児アレルギー学会、保育園保健学会等所属。

子どもの心相談医として、心の健康も含めた広い視野で診察にあたっておられます。
～～「子どもの自尊心（プライド）は強烈に強い」～～
　小児科医は日ごろ親子をペアで見ている。その中で「確かなこと」を今日は伝えたい。自分が３０年近く小児科医をしている中で、これは確かだと思っていることをお話ししたい。信念は、経験から作られる。これは真理ではない。信念とは一見正しそうだが、絶対正しいものではない。真理とは何かというと、ある仮説を立ててそれが実証できるとき、その仮説は真理だということができる。
子どもの４つの原則
　◆子どもの本能は、①親からほめられたい　②母親を独占したい　ということ。本能は、満たされないと体調に影響を与える。
　◆子どもの幸福感とは、こんな自分でも自分は愛されていて、この家では大事な存在だと思えること。それが実感できた時が幸せ。年長になると、自分にはほかの人にない何かがあると思えることが幸福感につながる。

　◆発達とは、抑制できること。我慢できるようになることが発達。

　◆発達とは、母からの独立。　　この４つの原則が絡み合っていると考えている。

　注射で子どもが泣く理由は、①こわい　②痛い　③押さえつけられて無理やりされたことに対する屈辱　の三つ。馬鹿にされたと思って悔しくて泣くことが乳幼児にはある。

しつけの原則は、「乳児期は甘やかし、幼児期はしつけ、少年期は教え、思春期は考えさせる。」この順番はとても大事。乳児期は親との信頼関係を作る時期。自分が愛されていると思えることが大事。乳児期のダダコネは、「こんな悪いことをしていてもお母さんは自分を愛している」と思いたいから試しているのかもしれない。この時期にしつけをしてもダメ。幼児期に甘やかしたらダメ。少年期に考えさせても無理。思春期に教えようとしても聞かない。最近はこの順番がバラバラになっている。

愛情は車の燃費と同じ。エコカーもあれば、燃費の悪い車もある。たくさん抱っこされていっぱいかまってもらえてやっと安心できる子ども、ちょっとの声掛けで十分な子ども、など、個人差がある。きょうだいで同じように接していても、満足・不満が起きる。
　子どもを言葉で説得することはできない。言葉で伝わっているのは３０％程度。言葉以外のコミュニケーションで伝わっていることが７０％。「～しなさい」といった操作性の言葉は特に、子どもは聞いていないことが多い。言葉には限界がある。
　本能は満たされないと欲求不満になる。発達とは我慢できるようになることと言ったが、欲求が満たされないとストレスになる。心にストレスがあった時に、大人は我慢できるが、「顔で笑って心で泣いて」ということは我慢の発達がない小さな子どもにはできない。乳幼児に欲求不満があると、それがそのまま出てくる。自分のストレスなどを表現できないので、体の症状で表現する。たいてい痛みで表す子が多い。痛みは本人にしかわからない。「痛い」と言ったらかまってもらえたという成功体験があるので、同じことを求めて行動する。親はどうするか？本能は満たしてやらないといけない。

　今の子どもは語彙が少ない。問題行動を起こした子どもに「どうしてそんなことをしたの？」「どういう気持ち？」ときいても「わからん」と答えるのは、自分の感情を表現する言葉を持っていないから。答えられない質問をされると、子どもは「知らん」「わからん」「忘れた」と答える。
　子どもの発達とは「がまんできる」ようになること。これは子ども自身の発達。母からの独立においても、親にできることはない。親にできるのは、「ほめること」と「短時間でも独占できる時間を取ってやること」。これは意識すればできる。自分は人より優れたところがあると思えるようにほめる。「あんたは○○やね、いいところあるなあ」とささやく。ほめられたら悪い気はしない。繰り返されると自分でも「そうかな」と思うようになる。それが長所になることもある。「そんなこと言わなくてもわかってるやろ」は子どもには通じない。母に認めてもらわないと子どもは満足できないもの。ほめてもらえないということでも、子どものプライドは傷つく。
　親も成長が必要で、１０歳の子どもに５歳児のように接していては、子どもの可能性を摘むことになる。６歳児の予防接種の時に、子どもを自分の膝に座らせようとする親には、「お母さん、１メートル離れて」と言う。自分で座らせることで子どもが「母から離れる準備ができているか」と「いやなことをがまんできるか」をみている。
子どもにとっていやな親とは、①（ほめてほしいのに）冷淡に無視する親。人間が本能で持っている能力も、経験によって削られることがある。謝っても許されない、無視される、ほめられない、などの経験は人を変える。　②問い詰める親　問い詰めても、子どもは語彙が少ないので「わからん」「忘れた」と言うだけ。これが子どもなりの解決方法。言葉で子どもの心をこじ開けようとしても無理。　③長時間ぐちぐち言う親。くどくど言っても無駄。一度言えばわかっているけれど、同じ失敗を繰り返しているだけ。子どもにとっての時間は大人より長いので、子どもの一日は大人の五日ぐらいに相当する。いやな情報が長時間続いたら、シャットダウンする。これは認知心理学で明らかになっている。
子どもにとって好ましい親とは、ほめてくれる親。いくつになっても、親から独立しても、親にはほめてほしい。母との距離は、①母の心音を聞くと安心　→　②母の体に接していると安心　→　③母が見えていると安心　→　④母の気配を感じることができたら安心　→　⑤母を心の中で思っていると安心　と移り変わる。「母という存在、父という現象」という言葉があるように、子どもにとっては、父よりやはり母の存在が大きい。

　虐待とは何か？児童虐待は英語でchild abuseというが、abuseはab（ちがう）＋use（使う）から成り立っている。つまり「間違った使い方をすること」という意味。child abuseとは、「親権の過剰な行使」と考えたほうがいい。親は親権として子どもにいろいろ命じる。暴力も言葉も、大人が間違って使うと虐待になる。
　しつけとは何か？幼児期のしつけはあいさつができればいい。「こんにちは」「おはようございます」「ありがとう」これが言えるのがしつけ。あいさつは礼儀ではない。非常に経済効率の高い行為。あいさつは、「私はあなたに敵意はない」というサイン。集団の規則に従う子は、その集団に守られる。素直な子は得をする。
　子どもの最大の武器は、「ぐれてやる」「死んでやる」。これを言われると親は一番つらい。子どもの幸せを願った時点で親は負けている。逆に、親が子どもに忠告を与えるときは、「将来有利だ」「それが安全だ」という基準で判断している。親とはこういうものだと思って、冷静に見てほしい。
子どもの事故は、昨日できなかったことが今日できたから起こる。お年寄りの事故は、昨日までできたことが今日できなくなって起こる。
～～病気の考え方～～
　最近よく使われる「スペクトラム」とは連続していることを表す語。明確な診断基準で、病気VS正常、ときっぱり分けられるものではない。アトピー性皮膚炎のイギリスで確立された診断基準は、①かゆみ　②乾燥肌　③屈曲部に湿疹　④家族歴　の４つがそろうこと。どれか一つがあっても、ほかがなければアトピー性皮膚炎ではない。また、乾燥肌を例にとると、「正常」と言っても乾燥肌っぽい人もいるし、「乾燥肌」でも正常に近い人もいる。年齢や季節によってもかわる。境界の人はあいまいになる。がんのように有無がはっきりしているものは別。
　「発達障害」も同じ。自閉症、広汎性発達障害などは、「どう見ても」という人から、「ちょっとかわっている」人まで幅がある。

　子どもを虐待する親も、「ほかの人と全く違う悪い人」というわけではない。自分たち善良な市民と全く関係ない人たちというわけではない。やったことが許されるかは別だが、共感・理解を示すことは大切。
　子どもの健康観を年齢別にみると、①赤ちゃんはお母さんにまかせっきり　②９歳ごろ（小３から小５）一番心配になる　なんでも親に報告する時期で、親も心配なのでよく受診する　③思春期は健康に極端に無関心　④二十歳ごろふつうになり　⑤年を取るとまた心配になる。９歳ごろの子どもがどこか痛かったと言っても、今痛みがなかったら落ち着いて様子を見る。親が心配して問い詰めても、子どもは「わからん」としか答えない。
　気になる病気　
①マイコプラズマ：肺炎になって入院する人から、外来で済む人、軽い咳だけの人までいる。　
②RSウイルス：ふつうは冬に流行るのに、今年は夏から流行っている。枚方のどこかに怖いウイルスがたくさんある場所があるのではない。マイコプラズマも同様、ウイルスは巷にあふれていて、かかった人の中には重症になる人もいるということ。
③インフルエンザ：熱が高くならずにおさまる人も実はいる。「ちょっと熱があったけど気合で直しました」というのはこの例。手洗いを心がけ、かかった人はマスクをする。　
④おたふくかぜ：熱が高くならずにおさまる人もいる。　
⑤はしか：かかるとかならず強い症状が出る。
　
～～健康教育～～
私たちが規則を守る　＝　規則が私たちを守る　という側面がある。面倒だが、大切なことを子どもに納得させるのに、このことを覚えていてほしい。たとえば、みんながせきエチケットを実行すれば、病気の大流行を防げる。また、つねる子は、爪でつかんだら相手がおとなしくなったという成功体験から繰り返す。つねる子もつねられた子も、親も不幸。だから爪は短くしておく。

　「うつす」「うつされる」はお互いさまで、避けられないこと。ただ、せきエチケット・手洗い・マスクなどマナーを守ることは大切。

予防接種は個人の権利ではなく、集団に参加するための義務。病気にかかった自分が人にうつす存在になるという考え方を持ってほしい。みんなが規則を守れば、みんなが守られる。日本は予防接種後進国。新しい予防接種が始まると、かならず副反応の報告例が増え、一定時期から減る。これを「ウィーバー効果」と呼ぶ。同時接種の副反応が話題になっているが、同時接種は世界標準になっている。
　早寝・早起き・朝ごはん・適度な運動は、何にも勝る。月曜日のしんどさは、日曜日の朝寝坊のせい。朝が遅いと当然夜寝るのが遅くなる。休みの日くらいゆっくりさせてやろう、という行為が、月曜日のしんどさを作り出している。休日もいつもと同じように起こすこと。

小学校高学年から中学生は、自律神経が乱れる時期。これは、更年期の裏返しで不定愁訴が多い。たとえば「おなかが痛い」と言っても、体に異常が見られない。これを解決するのが早起き。早起きに必要なのが早寝。
　一人の子どもが健康に育つためには、その子にかかわる二十人の大人が必要。いろんな価値観を持った人とのかかわりが子どもを健全に育てる。二十人ということは、親だけでは無理だということ。両親が同じ価値観だと、子どもは一層しんどい。ただ、家で叱られても、ほかの大人にほめられたら、子どもは自信を取り戻す。
～～子どもとメディア～～
　子どもにゲームを与える前に知っておいてほしいこと。ゲーム製作者は、いったん始めると抜けられないようにゲームを作っている。製作者の意図は、善意でも、子どもの知的発達のためでもない。ちょっとやると達成感があり、少しずつむずかしくなっていき、それが話題になり、仲間もできる。ゲームは「楽しいことの一つ」（one of them）になるとよい。
11：35　質疑応答
質問：インフルエンザの予防接種について。２回接種は高額になるので、１回しか受けないという人がいるが、効果はあるのか？

答え：大人は１回でいい。アメリカでは、今年のワクチンが去年と同じ型のものだから、今年は１回でいいという論文もある。「ブースト効果」というものがあって、一度ついた抗体は時間とともに減るが、そこで追加すると劇的に増える。完全に予防するために、つまり、ワクチンの効果を確保するためには、規定どおりに接種すること。

11：45　アンケート記入

12：00　閉会・解散
